
基 地 対 策 特 別 委 員 会 

 

 

令和５年１月２０日 

  本 会 議 終 了 後 開 議 

３ ０ １ 会 議 室 

 

 

〇報 告 事 項 

 

１ 総務部 

（１）航空自衛隊小松基地に関する令和５年度予算案の主要事業について（危機対 

策課） 

 

２ 産業振興部 

（１）第一種区域見直しに係る騒音度調査の実施及び告示後住宅の防音工事の先行 

実施について（環境課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

航空自衛隊小松基地に関する令和 5 年度予算案の主要事業について 

 

 

令和５年度当初予算案に、戦闘機等の配備に関係する経費を計上した説明を受けましたので、

当委員会に報告します。 

 

１．戦闘機（F－３５Ａ）取得等 

（１）Ｆ－３５Ａの取得 

近代化改修に適さないＦ－１５戦闘機の代替として、Ｆ－３５Ａを取得することとし、令

和５年度予算案において、８機の取得に係る経費（約１，０６９億円）を計上 

 

（２）Ｆ－３５Ａの配備 

   小松基地には、令和７年度に４機、令和８年度に８機、令和９年度に８機のＦ－３５Ａを

配備する予定 

参考： 

予算年度 令和３年 令和４年 令和５年 
合計 

配備年度 令和７年 令和８年 令和９年 

配備数 ４機 ８機 ８機 ２０機 

   

（３）Ｆ－３５Ａ受入施設の整備 

   令和５年度予算案において、操縦者訓練施設等の整備に必要な経費（約２０億円）を計上 

 

２．戦闘機（F－１５）の能力向上等 

（１）Ｆ－１５能力向上 

    Ｆ－１５近代化改修機２０機の能力向上改修を行う予定であり、小松基地には令和９年

度配備完了予定。令和５年度予算案において、能力向上改修に係る経費（約１，６２７億

円）を計上 

 

（２）Ｆ－１５（能力向上型）訓練用高性能シミュレータの取得 

   訓練用高性能シミュレータの取得に係る経費（約２４３億円）を計上。 

 

３．小松基地の定員の増減 

令和５年度予算案における小松基地の定員 

令和４年度末 令和５年末 増減 

約１，８００名 約１，８２０名 約２０名 
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危機対策課 



 

 

令和４年１２月 

防   衛   省 

 

航空自衛隊小松基地に関する 

令和５年度予算案の主要事業について 

 

１．戦闘機（Ｆ－３５Ａ）の取得等 

（１）Ｆ－３５Ａの取得 

防衛省は、Ｆ－４戦闘機の減勢への対  

応及び近代化改修に適さないＦ－１５戦

闘機の代替として、Ｆ－３５Ａを計 

１４７機取得することとし、令和４年度

までに５５機の取得に着手しています。 

令和５年度予算案においては、８機の

取得に係る経費（約１０６９億円）を計上することとしています。 

（２）Ｆ－３５Ａの配備 

小松基地には令和７年度に４機、令和８年度に８機、令和９年度に８機の

Ｆ－３５Ａを配備する予定です。 

（３）Ｆ－３５Ａ受入施設の整備 

令和５年度予算案においては、操縦者訓練施設等の整備に必要な経費と

して約２０億円を計上しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訓練施設（イメージ）】 【庁舎（イメージ）】 
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２．戦闘機Ｆ－１５の能力向上等 

（１）Ｆ－１５の能力向上 

防衛省は、諸外国の航空戦力の近代化等に適切に対応するため、Ｆ－１５

近代化改修機（Ｊ型）６８機に対し能力向上改修を行うこととしました。令

和５年度はＦ－１５近代化改修機（Ｊ型）２０機（うち初号機２機を含む）

の能力向上改修を行う予定であり、小松基地には令和９年度に配備完了予定

です。 

 令和５年度予算案においては、能力向上改修に係る経費（１８機 約８１

１億円、初度費 約８１６億円）を計上しています。 

（２）Ｆ－１５(能力向上型)訓練用高性能シミュレータの取得 

 Ｆ－１５の能力向上改修に併せて、訓練用の高性能シミュレータを取得

し、令和９年度に小松基地に配備予定です。 

令和５年度予算案においては、訓練用高性能シミュレータの取得に係る

経費として約２４３億円を計上しています。 

 

３．小松基地の定員の増減 

小松基地の定員については、令和５年度予算案における各種事業等により、

以下のとおりとなる予定です。 

 

 

※ 四捨五入により合計が一致しない場合があります。 

 

令和４年度末 令和５年度末 増▲減 

約１，８００名 約１，８２０名 ＋約２０名 

（連絡先） 

 防衛省 整備計画局防衛計画課 

  課   長  伊藤 晋哉 

  企画調整官  佐藤 勝久 

（直通電話番号）０３－５２２９－２１４３ 



令和４年１２月

近畿中部防衛局

第一種区域見直しに係る騒音度調査の実施及び

告示後住宅の防音工事の先行実施について

〇 小松飛行場周辺の第一種区域については、昭和５９年１２月

に最終指定告示がなされておりますが、相当な年数を経過して

いるため、告示時点と比べて騒音状況が変化していることから、

令和５年度から騒音度調査に着手し、騒音度調査終了後、所要

の手続きを経て第一種区域を見直すこととしました。

その上で、これに併せた施策として、現行の８５ＷＥＣＰＮ

Ｌ以上の区域内に所在する告示後住宅について、防音工事の希

望届の受付を開始する考えです。

なお、希望届の受付については、騒音度調査に着手後、一定

の周知期間を経て、建築年月日が古い住宅から段階的に開始す

ることを考えております。

騒音度調査の実施時期及び希望届の受付開始の時期等につい

ては、改めてお知らせすることとしており、地元の皆様に対し、

丁寧かつ適切に説明してまいります。

今後のスケジュールについては改めて説明させていただきま

すが、現時点で以下のとおり考えております。

令和５年 １月～ ６月：当局ＨＰ等でのお知らせ

令和５年 ７月～ ９月：騒音度調査①に係る入札公告及び契約

令和５年１０月～ ：騒音度調査①の着手

令和６年 １月～ ：告示後住宅の希望届受付

令和６年度 ：騒音度調査②及び告示後住宅の防音工事実施

※騒音度調査終了後第一種区域の見直し

以 上
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